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論文の内容の要旨 
（目的） 
本論文では，若年就業者のキャリア焦燥感について，第一に，キャリア焦燥感はどのような状況で喚
起されるのか，喚起されやすさに影響する要因は何か。第二に，キャリア焦燥感はどのような構造なの
か。第三に，キャリア焦燥感によってどのような行動が生じるのか。第四に，キャリア焦燥感を緩和す
る要因は何かを明らかにすることを目的とした。 
 (対象と方法，および結果) 
研究１では，若年就業者におけるキャリア焦燥感の喚起状況尺度を作成し，キャリア焦燥感の喚起に
影響を与える要因や離転職意思との関連性について検討した。その結果，キャリア焦燥感の喚起状況と
して「キャリア探索の停滞」「所属組織からの低い評価」「友人・知人のキャリアとの上方比較」「ワー
クライフバランスの欠如」の４つが示され，離転職意思を促していることが明らかとなった。 
 研究２は，20 代から 40 代までの就業者を対象に，キャリア焦燥感喚起状況と離転職意思との関係を
明らかにすることを目的に行われた。その結果，20代は，キャリア探索が停滞しているときや，自分よ
り望ましい状態にある友人・知人のキャリアと比較したとき，30代は，キャリア探索が停滞していると
き，40代は，キャリア探索が停滞しているときや，所属組織からの評価が低かったときにおけるキャリ
ア焦燥感の喚起されやすさが，キャリア焦燥感を介し，離転職意思を促していることが明らかとなった。 
 研究３では，若年就業者におけるキャリア焦燥感の構造とそれによって生じる行動，およびキャリア
焦燥感の緩和プロセスについて，探索的に検討することを目的とし，20 代の正社員 20 名を対象とした
インタビュー調査を実施した。M-GTAによる分析を行った結果，キャリア焦燥感を構成する要素として，
「キャリア構築への衝動」「結果を急ぐ」「キャリアの懸念」「切迫感」の４つが示された。また，キャ
リア焦燥感によって生じる行動，キャリア焦燥感が緩和される要因が明らかになった。 
 研究４は，キャリア焦燥感尺度の開発を目的とした。因子分析の結果，「切迫感」「キャリア構築への
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衝動」「キャリアの懸念」の 3 つが抽出され，「切迫感」はキャリア焦燥感のネガティブな側面であり，
「キャリア構築への衝動」はそのポジティブな側面であることが明らかになった。 
 研究５および研究６では，キャリア焦燥感の喚起状況と，キャリア焦燥感との関連を明らかにするこ
とを目的に行われた。研究５は 20 代の若年就業者を対象とし，研究６は 20 代から 40 代までの就業者
を対象としてインターネット調査を実施した。その結果，キャリア探索が停滞しているとき，自分より
望ましい状態にある友人・知人のキャリアと比較したときなどにおけるキャリア焦燥感の喚起されやす
さが，切迫感につながり離転職意思に結びつくことが示唆された。 
 研究７では，キャリア焦燥感によって生じる行動について検討した。その結果，切迫感は「環境探索
行動」や「業務外活動」などの新たな道を探す行動に加え，現状を整理することにもつながること，キ
ャリア構築への衝動は「環境探索行動」など多くの行動を生じさせること，一方，キャリアの懸念は「逃
避」を促していたが，その他のさまざまな行動を抑制する可能性があることが示唆された。 
 研究８では，キャリア焦燥感の緩和要因について検討した。その結果，有意義な仕事経験や，「目標
設定と実行」「現状整理」といった行動がキャリアプランの明確化につながり，結果的にキャリアの懸
念を緩和することが明らかとなった。 
(考察) 
第一に，若年就業者がキャリア焦燥感を喚起する状況には，「キャリア探索の停滞」を中心とする４
つの要素があり，キャリア焦燥感の喚起されやすさは，社会的達成欲求，時間的展望，曖昧さ耐性とい
った個人要因の影響を受ける。第二に，キャリア焦燥感は，「切迫感」「キャリア構築への衝動」「キャ
リアの懸念」で構成される。第三に，キャリア焦燥感によって「目標設定と実行」「現状整理」など７
つの行動が促進される。第四に，この２つ行動と「有意義な仕事経験」は，「視野の広がり」を介して
キャリア焦燥感を緩和し，さらに「水平的交換関係」は，キャリア焦燥感を直接的に緩和することが明
らかとなった。以上から｢キャリア焦燥感に関する統合モデル｣が最終的に提示された。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
「キャリア焦燥感」という新たな概念を生み出し，キャリア探索に関する研究と離転職に関する研究
の新たな展開に貢献した本論文は，社会人大学院での学位論文として非常に意義がある。調査研究のみ
ならず，面接による質的研究を積み上げ，モデルを生成・検証するという研究手法を駆使して得られた
知見は，産業社会領域において求められる実践的研究のモデルとなる研究といえる。社会環境や若年就
業者の意識の変化などの考慮や追試実施の必要性など今後の検討を要する部分もあるが，企業現場に直
接的に提言できる知見を含む社会的に意義のある研究として評価できる。 
(最終試験) 
平成 26年 1月 24日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った。その結果，審査委員全員が合格と判定した。 
(結論) 
よって，著者は博士（カウンセリング科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
